
  

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 丘の上から１１  
 先月行った「２０歳のつどい」の集合写真。平成２３年度卒のこ

どもたちとその保護者、かかわった職員たちです。 

 卒園したこどもたち(今は大人ですが)に会える瞬間は、私にとっ

て、保育の仕事をしていてよかったと心から思える瞬間でもありま

す。１４年の時を経て、保育園に行ってみようという気持ちになっ

てくれたことが何よりうれしいんです。 

 当日は、保護者も含め、たくさんの話をしました。共に過ごした

時間は、その後歩んだ道は違っていても共通の思い出で再びつなが

れるものなんですね。１４年前と同じ笑顔で「えんちょうせんせ

ー」とハグしてもらったときのぬくもりを忘れないように、これか

らも目の前のこどもたちに接していきたいと思います。花房 由美  
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あそびとこころ 

 そら組は、今、トランプに夢中です。気の合う友だち同士

で誘い合って、ババ抜きをしています。 

 トランプは、運任せのゲームが多いので、誰とでも楽しめ

るのがこのあそびの良さです。ただ、相手に自分の気持ちや

持っているカードを悟られないようにしたり、誰がジョーカ

ーを持っているのか推測したりするなど、駆け引きが必要に

なります。あの手この手で考えをめぐらせている心理戦をし

ているこどもの姿を見るのが面白いです。年長児ならではの

ゲーム展開です。 

土屋 勇気 

そら組 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ほし組の保育室には、カプラという木製の積み木があります。

4 月から置いてあるおもちゃですが、最初はうまく積み上げられ

なかったり、すぐに崩れてしまったりするためかこどもたちが遊

んでいる姿はほとんどみられませんでした。しかし、さわってい

るうち徐々に遊び方、楽しみ方がわかってきたようで、今ではタ

ワーや建物はお手の物です。 

 友だち同士で作っている姿はもちろん、ひとりで黙々と取り組

んでいる姿もあります。作りながら「前はここで崩れたから慎重

にな」「こうしたら崩れんよ」と言い合っている姿や息を止める

くらい集中している姿もあります。 

 こどもたちにとって好きなあそびに夢中になっているときが、

最も心が落ち着く時間なのだろうと思います。 

                        原 万理奈     

ほし組 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つき組 

ハンカチ落としをしました。ハンカチを置き、一方通行で逃げ

る、ハンカチを置いた友だちが座っていたところに座る、というよ

うなルールです。ルールをすぐに理解し何度も繰り返し楽しみま

した。楽しかったようで活動が終わっても友だち同士で繰り返し

遊んでいました。 

“楽しかったな”“またしたいな”という気持ちが次のあそびに

つながります。 

友だちと誘い合ってあそびを楽しめるように心が動くあそびの

種をまきたくさんしていきます。 

青江 仁美 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

にじ組 

 定期的に絵を描く時間を作っています。にじ組になってからの数

か月は紙に色がついていく様子やクレヨンで描いている時にコンコ

ンコン！シャ～という音がなることを楽しんでいたように思いま

す。しかし、最近はこどもたちが頭の中で想像したものを描いている

姿がよく見られるようになってきました。何を描いたのか聞くとお

ばけやお父さんやお母さんの顔、にじなどさまざまな答えが返って

きます。おばけがブームだった時はこどもたちによってさまざまな

おばけが完成！おばけの大きさや形、目の個数などでその子はどの

ようなおばけをイメ―ジしながら描いているのか知ることができて

とても面白かったです。 

 こどもたちが思ったことや感じたことを自由に表現できるように

これからもしっかりと寄り添っていきたいです。 

                         下山 静菜 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆき組 

はな組 
 保育者の膝の上に座り上

下に身体を動かす A さん。保

育者が「お馬する」と声を掛

けると笑顔でうなずき身体

を揺らしていました。「おん

まはみんな♪」と歌い始める

と何ともいい顔で保育者を

見ています。自分の思いが通

じた喜びが現れていました。 

あそびとこころ（思い）がつ

ながった瞬間です。 

岡村 里恵 

テラスへ遊びに出かけると洗濯物が干してありました。一人

の子がその中に隠れて「いないよ」と言っているのを聞いて、

数人の子が隠れ始めました。保育者が「もういいかい」と言う

と「もういいよ」との声が。そっと覗くと、みんなで顔を見合

わせて笑顔で笑っている様子がありました。笑い声や「もうい

いよ」の声から楽しさが伝わってきました。ひとつの遊びを共

有して、友だちと心が繋がり楽しんいることを感じました。 

こどもが見つけた遊びを大人も楽しみ、こどもと繋がり、遊

びの輪を広げたいです。 

岡村 里恵 
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給食室より 

 

 

新園舎に壁と窓枠、屋根

が出来て、外観が分かるよ

うになりました。 

1 月は駐車場の制限があ

りましたがご協力いただき

ありがとうございました。 

前回号につづき簡単に作れるステップ２の朝食をご紹介します！ 

 
ツナとほうれん草のスクランブルエッグ 

○材料(４人分) 

ツナ缶(油漬け)…小 1 缶 

ほうれん草(冷凍)…20g 

コーン(冷凍または缶詰)…大さじ 2 

卵…2 個 

○作り方 

①フライパンにツナ缶を開けます。(ツナの油があるので油を敷かなくても OK) 

②ほうれん草、コーンを入れ炒めます。 

③卵を割り入れ、混ぜながら火を通します。 

（参考：食べもの文化 2025．5 No.615） 

 


